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～第２次安来市総合計画「後期基本計画」を策定しました～

未来に向けた
まちづくりの
　道しるべ

　

市
で
は
、
将
来
を
見
据
え
た
ま

ち
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
、
「
第

２
次
安
来
市
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の

計
画
は
、
総
合
計
画
・
総
合
戦
略

推
進
会
議
や
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
市
議
会
か
ら
の
意
見
な
ど
を

踏
ま
え
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

今
後
は
、
計
画
に
掲
げ
る
都
市

像
「
人
が
集
い　

未
来
を
拓
く　

も
の
づ
く
り
と
文
化
の
ま
ち
」
の

実
現
に
向
け
て
市
民
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
第
２
次
安
来
市
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
概
要
を

紹
介
し
ま
す
。

　　　  　将来像

人が集い　未来を拓
ひら

く　

ものづくりと文化のまち

　住みよさを実感できる環境を整えるこ

とにより、多くの人を安来に迎え、もの

づくりの伝統と育まれてきた文化・地域

資源を磨き上げ、キラリと光る新たなま

ちを創造していく決意を込めています。

特集
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総合計画

▲市民ワークショップの様子。

　

市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
総
合
的

指
針
と
し
て
平
成
18

年
３
月
に
第
１

次
安
来
市
総
合
計
画
を
策
定
。
そ
の

後
、
平
成
28

年
度
か
ら
令
和
７
年
度

を
期
間
と
す
る
第
２
次
安
来
市
総
合

計
画
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
策
定
し
た
の
は
、
こ
の
第
２

次
計
画
の
後
期
６
年
間
の
計
画
に
な

り
ま
す
。

　

総
合
計
画
は
、
市
が
作
成
す
る
全

て
の
計
画
や
施
策
の
最
上
位
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
も
の
。
ま
た
、
ま
ち
づ

く
り
の
長
期
的
・
基
本
的
な
方
向
性

を
示
す
も
の
で
、
ま
ち
づ
く
り
の
道

し
る
べ
と
も
言
え
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
役
割
は
大
き
く
次
の
３
つ
が
あ

り
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、
市
の
行
財
政
運
営
の

指
針
と
し
て
の
役
割
で
す
。

　

住
民
自
治
を
基
本
と
し
、
目
指
す

べ
き
未
来
を
描
き
、
将
来
像
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
の
方
向
性
を
示

し
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

の
行
動
指
針
と
し
て
の
役
割
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
は
、
市
民
と
行
政
が
対

話
を
重
ね
、
協
力
し
合
う
関
係
を
保

ち
な
が
ら
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
総
合
計
画
は
、

目
標
を
共
有
す
る
行
動
指
針
と
し
て

の
働
き
が
あ
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
役
割

特集

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

基本構想

（10 年間）

前期基本計画

（4 年間）

後期基本計画

（6 年間）

第１期総合戦略

（5 年間）

第２期総合戦略

（6 年間）

　総合計画は「基本構想」と「基本計画」で構成

されています。

●基本構想 ･･･10 年間で目指す将来像や基本目

標、それを実現するための施策の体系を示すもの

です。

●基本計画 ･･･ 基本構想の施策の体系に基づき、

計画期間に取り組むべき主要な施策を各分野にわ

たって定めています。

　また、喫緊の課題である人口減少への対応に向

けた目標や施策・事業等を示す「総合戦略」を計

画の中の重要な取り組みとして位置づけています

（総合戦略の内容は６ページ）。

総
合
計
画 基本計画

基本構想

▶基本構想と基本計画

のイメージ図：基本構

想に向かって、基本計

画に取り入れられてい

る各分野の施策を進め

ていきます。

　

３
つ
目
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
達
成

状
況
を
測
る
進
行
管
理
の
も
の
さ
し

と
し
て
の
役
割
で
す
。

　

総
合
計
画
は
、
将
来
像
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
を
定
め
た
も
の
で

す
。
一
方
で
、
そ
の
取
り
組
み
が
計

画
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
を
進
行

管
理
し
、
評
価
す
る
た
め
の
も
の
で

も
あ
り
ま
す
。
目
標
を
明
ら
か
に

し
、
達
成
状
況
を
測
り
ま
す
。

５
つ
の
基
本
理
念
に

基
づ
い
た
取
り
組
み

　

総
合
計
画
の
将
来
像
の
実
現
に
向

け
て
、
次
に
示
す
５
つ
の
基
本
理
念

を
定
め
て
い
ま
す
。
こ
の
理
念
に
基

づ
い
て
、
引
き
続
き
、
施
策
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

総合計画の構成と期間
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重
点
戦
略
は

人
口
減
少
対
策

産業・観光・雇用 都市基盤・生活 自然・環境保全 参画・協働・行財政

▲安来にはおいしい農作

物がたくさんあります。

▲イエローバスは、「安来

竹矢線」の運行を開始。

▲ごみを出すときは、きち

んと分別を。

▲ SNS での発信は大きな

宣伝効果があります。

一人でできること

　▽地産地消を進める　

▽市内で買い物や食事を

する

仲間でできること

　▽森林保全活動に取り

組む

一人でできること

　▽公共交通を積極的に

利用する　▽行政からの

情報を受け取る

仲間でできること

　▽地域防災の点から耐

震化を進める

一人でできること

　▽省エネルギー、節電

を す る　 ▽ ご み の 分 別・

減量化に取り組む

仲間でできること

　▽温暖化対策や環境保

全活動を行う　▽ごみ集

積場の管理、清掃をする

一人でできること

　▽市民活動等へ参加す

る　▽地域の魅力などを

SNS を通じて発信する

仲間でできること

　▽人とのつながりを大

切にする　▽チャレンジ

する仲間を集める

　

人
口
減
少
は
、
全
国
的
に
深
刻
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
安
来
市
も

例
外
で
は
な
く
、
こ
の
課
題
に
は
い

ち
早
く
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
で
す
。

　

総
合
計
画
で
は
、
こ
の
人
口
減

少
対
策
を
「
第
２
期
安
来
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
と

し
て
、
重
点
戦
略
に
位
置
づ
け
て
い

ま
す
。

　

平
成
27

年
に
策
定
し
た
安
来
市

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
令
和
７
年

に
３
万
７
千
人
、
令
和
42

年
に
は
、

人
口
３
万
人
の
維
持
を
将
来
目
標

人
口
と
し
て
い
ま
す
。

　

総
合
戦
略
で
は
、
次
の
４
つ
の
目

標
を
掲
げ
、

結
婚
相
談

や
子
育

て
・
住

宅
支
援
、

▲今年度開設したマッチングサイトの閲覧

ルーム。重点戦略の一つとして、結婚支援

の充実を図っています。

５
つ
の
基
本
理
念
が
描
く
ま
ち
の
姿

①
活
力
：
活
動
的
で
い
き
い
き
し
て

い
る
ま
ち

②
快
適
：
便
利
で
住
み
よ
い
ま
ち

③
ら
し
さ
：
地
域
ら
し
さ
が
あ
り
、

独
自
性
の
あ
る
ま
ち

④
つ
な
が
り
：
立
場
を
こ
え
て
支
え

あ
っ
て
い
る
ま
ち

⑤
安
心
：
不
安
な
く
暮
ら
せ
る
ま
ち

も
の
づ
く
り
産
業
・
農
林
業
施
策
の

充
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
人
口
維
持
を
図
り
、
充

実
し
た
暮
ら
し
が
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

●
基
本
目
標
１
：
結
婚
・
出
産
・
子
育

て
を
支
援
し
、
女
性
の
定
着
を
図
る

出
生
数･

･
･

令
和
２
年
～
７
年
に
は

平
均
で
２
７
２
人
へ
（
平
成
30
年
は

２
４
１
人
）

女
性
の
社
会
増
減
数･

･
･

令
和
２
年
～

７
年
に
は
累
計
で
２
３
２
人
の
増
加

へ
（
平
成
30
年
は
、
１
０
１
人
の
減
少
）

●
基
本
目
標
２
：
産
業
振
興
に
よ
り
、

魅
力
あ
る
雇
用
の
場
を
創
出
す
る

市

内

就

業

者

数･
･
･

令

和

７

年

で

１
万
９
３
０
０
人
維
持
へ
（
平
成
27
年

は
１
万
９
３
４
９
人
）

●
基
本
目
標
３
：
住
環
境
を
向
上
し
、

市
民
の
定
住
意
識
を
高
め
る

社
会
増
減
数･

･
･

令
和
２
年
～
７
年
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市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を

取
り
入
れ
た
計
画
に

健康・医療・福祉 子育て・教育・文化 防災・防犯

▲小学生の応急救護訓練。▲ママさんバレー。▲ボランティアフェスタ。

一人でできること

　▽自身が検診を受け、知り合いに

も受診を勧める　▽福祉などのボラ

ンティア活動に参加する

仲間でできること

　▽地域全体で健康づくりを進める

▽自治会など地域コミュニティの強

化や活性化を図る

一人でできること

　▽市の子育て施策を友人等に PR

▽生活の中にスポーツを取り入れる

仲間でできること

　▽地域住民との交流で子どもが健

全に成長できるよう支援する　▽食

育、国際交流、スポーツなどの地域

活動への参加機会をつくる

一人でできること

　▽各種訓練、研修に参加し、応急

手当の普及啓発に努める

仲間でできること

　▽近所の人を見守ったり、地域で

防犯灯を設置したりする　▽地域の

見守りを強化し、相談しやすい環境

をつくる

私たちができるまちづくり

▲子どもたちがこの先も住み続けたいと思う

ような「まちづくり」をしていきます。

安来市総合計画・

総合戦略推進会議

　足立正智会長

　

第
２
次
総
合
計
画
・
戦
略
は
、
安

来
市
の
今
後
の
目
指
す
方
向
を
示
す

最
上
位
の
計
画
に
な
り
ま
す
。

　

ど
う
い
う
目
的
を
も
ち
、
ど
う
い

う
方
向
に
進
ん
で
行
く
べ
き
か
、
人

口
、
商
業
、
農
業
、
工
業
、
健
康
、

福
祉
と
全
て
に
わ
た
っ
て
そ
の
考
え

が
示
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
を
分
か
り
や
す
く
体
系
づ

け
る
た
め
に
、
活
力
、
快
適
、
ら
し

さ
、
つ
な
が
り
、
安
心
と
い
う
５
つ

の
理
念
を
基
に
構
成
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
基
本
的
な
事

業
と
目
標
を
行
政
が
提
示
し
、
そ
れ

を
市
民
の
代
表
ら
で
検
討
し
訂
正
を

加
え
、
さ
ら
に
そ
れ
を
毎
年
検
証
し

て
い
き
ま
す
。

　

今
の
社
会
情
勢
は
刻
々
と
変
化
し

て
お
り
、
市
民
が
意
見
を
発
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
皆

様
か
ら
の
総
合
計
画
に
対
す
る
意
見

も
多
く
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

総合計画特集

に
は
累
計
で
３
４
４
人
の
増
加
へ
（
平

成
30
年
は
、
１
７
１
人
の
減
少
）

●
基
本
目
標
４
：
多
種
多
様
な
魅
力

的
な
地
域
を
形
成
す
る

安
来
市
へ
の
愛
着
度･

･
･

令
和
７
年
に

は
70
％
へ
（
平
成
30
年
は
、
61
・
６
％
）

●
広
域
連
携
：
広
域
連
携
に
よ
る
魅

力
あ
る
圏
域
づ
く
り
を
目
指
す

圏
域
人
口･

･
･

令
和
６
年
10
月
に
60
万

人
維
持
へ
（
令
和
元
年
10
月
は
、
64
・

４
万
人
）

　

圏
域
人
口
と
は
、
中
海
・
宍
道
湖
・

大
山
圏
域
の
５
市
７
町
村
を
合
算
し

た
人
口
（
安
来
市
、
米
子
市
、
境
港
市
、

松
江
市
、
出
雲
市
、
日
吉
津
村
、
大
山

町
、
南
部
町
、
伯
耆
町
、
日
南
町
、
日

野
町
、
江
府
町
）

問
い
合
わ
せ
先

定
住
政
策
課　

☎
23-

３
０
６
０


